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皆さん、こんにちは。今日、初めての会長報告

をさせていただくわけですけれども、まず最初の

ご報告として大変喜ばしい報告をさせていただき

ます。石割会員そして平会員のお二人におかれま

しては、それぞれご病気、怪我で治療を続けてお

られたわけですが、今日の今年度の始まりの日に、

お元気なお姿で出席してくださいました。 
今日のお姿を拝見させていただき、私だけでな

く会員の皆様の喜びもひとしおのことと思います。

お二人には健康管理にお気を付けいただき、これ

からも一緒にロータリー活動を楽しんでいただけ

たらと思います。 
さて、２０１２～１３年度の藤枝ロータリーク

ラブの会長の指名を受けまして、今日から一年間

務めさせていただくわけですけれども、大きな不

安と重圧を感じているという所が今の正直な気持

ちです。昨年度は、藤枝クラブ創立４０周年記念

という大きな事業が近隣友好クラブ、諸団体の高

い評価をいただく中で成功裡に執り行われました。

青島会長、青島実行委員長、大塚幹事を始めとし

て運営に大きく関わられた方々のご尽力に敬意と

感謝を申し上げます。 
さて、今年度につきましては、クラブにとって

の大きな事業もございません。また、近隣友好ク

ラブの周年事業といったこともなく、静かな一年

となるものと思っています。藤枝クラブは、今年

４１名でのスタートとなる予定でしたが、誠に残

念ではありますが、萩田君が急遽退会されました

ので、今年も昨年同様４０名でのスタートとなり

ます。会員数４０という数字は、藤枝ロータリー

クラブを無理なく運営するにあたっての限界に近

い数であると思います。昨今の厳しい経済情勢の

中で、大変なこととは思いますが、今年度やるべ

き事は、ともかく会員の増強であると思っていま

す。会員の維持、増強に向けて一年間頑張らせて

いただく所存です。会員の皆さんの絶大なるお力

添えをお願い致します。 
また、本日は藤枝南クラブの村松会長、内山幹

事には、年度初めのお忙しいところ御出で下さい

ましてありがとうございます。厚くお礼申し上げ

ます。今年も昨年同様お付き合いいただけますよ

う宜しくお願い致します。 
さて、今年の蒔田ガバナー補佐は、最初のクラ

ブ訪問と最後のクラブ訪問はメール訪問させてい

ただくとのお話でした。各クラブへの出席は、ク

ラブ協議会訪問時とガバナー訪問時とのことです。

蒔田ガバナー補佐からは、メールでご挨拶いただ

いておりますが、今日はこの後、また会長挨拶の

場を設けていただいていますので、その場でご披

露させていただきます。 
さて、ここで６月１５日に第２回の会長幹事会

が島田で行われましたので、そのご報告をさせて

いただきます。蒔田ガバナー補佐からは、ガバナ

ー訪問例会時の服装について、クールビズ期間で

もあるのでご自由に普段通りにとのお話を、ガバ

ナー事務所からいただいているとの事でした。今

日、私が着けているネクタイは、会長就任にあた

ってロータリーからいただいたものです。 
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あまり気に入っていませんが、公式訪問の１８

日迄は着用させていただきますが、そのあとはク

ールビズで通させていただきたく思っています。 
会員の皆さんにおかれましては、ご自由になさっ

ていただければよろしいのかと思います。 
また、蒔田ガバナー補佐からは、第５分区発信

のゴミ拾い５キロウォークの提案がございました。

内容としては、インターアクトクラブ主導でギネ

ス登録を目指した計画を立案し、分区内ロータリ

ークラブ、インターアクトクラブ合同で実行し、

可能であれば全国へ広げていきたいとのお話でし

た。そのような試みをして、インターアクト、ロ

ータリークラブの活性化を図りたいとのことでし

た。 
さて、申し遅れましたが、今年度の理事、役員

には、実務の実行力に秀でた池ノ谷幹事を始め、

行動力ある方々を選任していただきました。私と

しましては、大変心強くありがたく思っていると

ころです。今年は、次週ガバナー補佐訪問クラブ

協議会、そしてその次の週が、ガバナー訪問例会

とあわただしい日程となり、皆さんにご負担をお

掛けして申し訳ありませんが、今一度、皆さんの

ご協力をお願い致しまして、会長報告とさせてい

ただきます。 

■ 理 事 会 報 告          池ノ谷 敏正君 
• 萩田君の退会が承認されました。 
• 藤枝市市民文化部より市民会館改装に伴い当ク

ラブ１０周年記念で贈呈した銘板・庭石を証明

玄関に移設するとの報告があり、承認されまし

た。 
• 事務局のコピー機の買い替えについて承認され

ました。 

■ 幹 事 報 告              池ノ谷 敏正君  

• 第２６２０地区より 
２０１１－１２年度ガバナー事務局閉鎖のお知

らせが届いております。 
• 第２６２０地区より 
地区協議会分科会報告書が届いております。 

• ザ・ロータリアン誌７月号が届いております。 
• 鈴木廣利元会員より蘭の鉢植えをいただきまし

た。事務局に飾ってあります。 

■ 出 席 報 告            中森 義次君      
本日のホームクラブ 

出席者 前回の補正出席者 

30／39 78.94％ 37／41 90.24％ 

(１)欠席者（事前連絡とメークアップをどうぞ） 

○赤堀君 ○大塚高君 ○河井君 ○畑君 

○大長君 落合君 玉木君  仲田晃君  

■ ビ ジ タ ー                         
村松章 隆君（藤枝南）  内山 淑夫君（藤枝南） 

■ スマイルＢＯＸ           中森 義次君      
• 健康管理に気をつけて１年間会長職を務めさせ

ていただきます。皆様の御協力、お力添えをお

願い致します。                 仲田 廣志君 

• １年間幹事がんばらせていただきます。よろし

くお願いします。              池ノ谷 敏正君 

• 藤枝ロータリークラブの皆様、１年間よろしく

お願い申し上げます。  

藤枝南ロータリークラブ 村松 章隆君 

• 会場に入る時、いつもの席に仲田君がすわって

いました。アレッと一瞬感じました、というの

は冗談です。になはともあれ皆様のおかげでよ

うやく１年間の務めが終わることができました。

ありがとうございします。          青島 彰君 

• 幹事として１年お世話になりました。貴重な体

験をさせてい戴きました。これからのロータリ

ー活動に活かしてまいります。    大塚 博巳君 

• この度の入院に際しましては、皆様にはご心配

をおかけし、温かい励ましを頂き本当にありが

とうございました。おかげで、治療も順調に一

日一日快方に向かっています。これからもよろ

しくお願いいたします。         石割 郁子君 

• ６月２９日と３０日の母の通夜、葬儀に際しま

して多くの会員の皆様にご参列頂いた上、過分

なるご奉仕を賜り誠に有り難う御座いました。

母は多くの方に愛され本望だったと思います。 

青島 克郎君 

• 前年度出席スマイル担当１里年間お世話になり

ました。スマイルのコメントを読みあげること
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が出来なくなり残念です。       小西 啓一君 

• 東京オリンピックの年に生まれましたので、オ

リンピックのたびに４つ年をとったなと感じま

す。しかし、このロータリークラブでは若い年

代で、まだまだ人生長いと認識させられます。 

小林 弘君 

• 家内の誕生祝いを頂きありがとうございました。

家族例会デビューはまだ果たしておりませんが、

河井・島村・玉木諸先輩の顔を見ながら、徐々

に仲の良いところを見せつけたいと思います。 

江﨑 晴城君 

スマイル累計金額   ５４，０００円 

■ 南ＲＣ会長挨拶                          
 
 

村松 章隆君 
 
 
 

只今、ご紹介いただきました藤枝南ロータリー

クラブ第 22 代目、飛び級で会長を務めさせていた

だきます今年還暦を迎えた 60 歳の村松章隆です。 
人生には予期せぬ事が偶にありますが、幹事から

会長になる人は珍しいことだと思っております。 

サッカーで例えれば、コーナーキックが直接ゴー

ルになったようなものです。 
本日は、とてもバイタリティーのある又国際経験

豊富な内山幹事と共に、ご挨拶に伺いました。よ

ろしくお願いします。 
昨年度は,青島会長はじめ大塚幹事、そして会員の

皆様には、大変お世話になり、ご協力を賜り誠に

ありがとうございました。お陰様で楽しく幹事を

務めることができました。 
昨年度同様、引き続き南ロータリークラブをよろ

しくお願い申し上げます。 
本年度は、仲田会長、池ノ谷幹事とは、既に会

長幹事会に出席をして顔合わせしてコミュニケー

ションをとっております。これからの運営に当た

っては、お互いに連絡を密にしながら、楽しくジ

ョイフル（喜びに満ちた、うれしい）に運営でき

ればと思っております。 
会員皆様のご支援、ご協力をお願い申し上げて私

の挨拶とさせていただきます。 
 
■ ロータリーの友紹介                
『ロータリーの友』  

７月号の紹介 

 

櫻井 竜太君 
 

 
今年度に於いて、ロータリーの友の紹介を担当す

る櫻井です。よろしくお願いします。 
 さて、７月号で第一に読んで戴きたい記事は、

右綴じ（タテ書）Ｐ２４の、藤枝ＲＣが投稿した

「ウッタラＲＣ訪問であります。 
 毎年７月号は、年度変わりの為に、ＲＩ会長を

始めとして理事会メンバー・地区ガバナー等役員

の紹介記事が大部分を占めて居ります。 
 なお、ＲＩ指定記事特定非とも一読くださるよ

うお願いします。 

■ 会 長 挨 拶                仲田 廣志君 

 

 
 
 
 
 
年度初めにあたりまして会長挨拶をさせていた

だきます。今年度のＲＩ会長田中作次様は、テー

マとして「奉仕を通じて平和を」を発表されまし

た。ロータリアンには「奉仕を通じて平和を」も

たらすため積極的に能動的に活動するよう提言さ

れています。ＲＩ会長の提言のもと、高野２６２

０地区ガバナーは、「クラブを自ら活性し、お互い

のつながりを実感しながらロータリーを進展させ

よう」という地区運営方針を掲げられました。ロ

ータリーの主人公は「クラブ」であり、クラブの

活性が持続的進展へとつながるとの認識です。私

達、藤枝クラブは昨年度創立４０周年を祝うこと
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ができました。これは偏にこれまでの先輩諸氏の

「クラブへの熱い思い」への継続の結果であると

思います。人それぞれによってロータリーに寄せ

る思いに違いはあるかと思いますが、根幹のとこ

ろでは「最も奉仕する者最も報われる」との認識

のもとに集う団体がロータリーであると思います。 
２０１２～１３年度は、藤枝クラブ４０年の歴史

を振り返り先輩諸氏のご功績に感謝、敬意を表す

ると共に「より意義感じるクラブへ」歩むべくロ

ータリー活動を通じて、会員相互のより一層の信

頼、絆を深めていきたく思います。 
先程の会長報告でもお話させていただきました

が、藤枝クラブに今求められていることは、会員

の維持増強に尽きると思います。会員増を図るに

は、クラブの活性化が大きな要素になるのではな

いかと思います。現在においては、いろいろな団

体があり活動の場も様々なものが用意されていま

す。そうした中、義務を伴った団体に入会する動

機としては、ただ楽しいというだけでなくその場

で活動することによって、何か意味、意義をそこ

に感じるものがあるかという要素が大きく関わる

のではないかと思います。そこにそれなりに感じ

るものがあれば、人は集まってくるものと思いま

す。ロータリークラブは、「超我の奉仕」という崇

高な理念のもとに集う団体であり、そこに意義を

感じられる団体であるように思います。２０１２

～１３年度は、会員の皆さんの相互理解をより一

層深められるような活動を通じて、会員相互の信

頼、絆を深めつつ会員の増強にも努め藤枝クラブ

のさらなる発展、飛躍に繋げていけたらと思いま

す。 
会員の皆さんの相互理解を深められるような具体

的なプログラムとしては、会員の皆さんのご賛同

を得られればの話ではありますが、例会毎にお一

人ずつ３～５分程度のスピーチをしていただくよ

うな形をとりたいと思っています。お話の内容は、

お仕事のお話、趣味のお話、経済のお話等、感じ

ている事、何でも思った事をお話いただければと

思っています。毎例会時、食事時間にテーブル毎、

食事の合間に短い時間の中で雑談して終わってい

るのが現状ですので、そうした時間を設ければ、

お互いの理解もより深まりお互いのつながりが、

より実感できるのではないかと思います。皆さん

のご賛同をいただければ、早速、次週からでも進

めさせていただきたいと思います。どうでしょう

か。 
もう一つの試みとして、これは、先々週の夜間例

会でもお話させていただきましたが、ご夫人同伴

会員旅行です。私は、青島克郎さんの年度に幹事

をさせていただいたのですが、その年度、青島会

長から会員家族一泊旅行を計画し、会員相互の親

睦を図ろうという提案がありました。青島会長、

親睦委員長のもと、計画は進め準備していたので

すが、運悪くサーズ問題が起きまして計画は断念

という事になりました。旅行も、クラブの活性化、

お互いのつながりを実感できる効果的なツールと

思います。そこで、今年度は、クラブ管理運営委

員長の森下君、そして親睦委員長の鈴木君にお願

いしまして、旅行を企画していただくこととなり

ました。今年は、日本人ＲＩ会長 田中作次様の

年度でもあり、世界平和フォーラム国際大会が広

島で５／１７～１８に開催されます。曜日も金、

土曜日の週末です。 
大勢の皆さんで登録参加を兼ねて楽しめればと思

っています。お金もそれなりにかかる事ですし、

２日間となりますので、早い時期に計画をたてて

皆さんにご賛同いただけるようでしたら、是非実

行させていただきたいと思っています。そうした

活動を通じて会員相互のより一層の信頼、絆を深

めつつ会員増強にも努め、藤枝クラブのさらなる

発展、飛躍に繋げていけたらと思います。会員皆

様の絶大なるご協力、お力添えをお願い致しまし

て年度初めの会長挨拶とさせていただきます。 

■ 幹 事 挨 拶              池ノ谷 敏正君 

２０１２－２０１３年度の幹事の大役を仰せつ

かりました池ノ谷敏正です。今の本心を率直に申

し上げるならば、不安でいっぱいです。しかし、

お受けした以上は精一杯頑張る所存でおりますの

で、よろしくお願いいたします。 
本年度は、クラブ運営の面で今までになく若い委

員長が多く登用されています。 
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彼らも不安もあるであろう中、頑張って新しいク

ラブのカラーを出してくれることと思いますので、

幹事たる私が時にはリードし、時にはバックアッ

プしながら、幹事要覧に記載された幹事の役割で

ある「クラブが効果的に機能するよう援助するこ

と」を実践していきたいと思っています。 
是非、ご期待いただきたいと思います。 
さて、今年度仲田会長の掲げたテーマは｢より意義

感じるクラブへ｣でございます。 
クラブに対する考え方やスタンスは、会員それぞ

れ異なっているかと思いますが、会員の皆様がク

ラブ例会・親睦活動等に今まで以上に意義を見出

していただけるよう、楽しんでいただけるよう、

会長のテーマを十分理解したうえで、規律あるが

リラックスできるクラブの雰囲気づくりを私なり

に努力していきたいと思います。 
そして皆様から、ロータリーが楽しみだなぁ、と

思っていただけるようなクラブ運営を目指します。 
時には至らないこともあるかもしれませんが、１

年間ご指導よろしくお願いいたします。 
 

◎ 冠 講 座                                   

第１２回講師           河井 宏文君 

 

『建設業におけるＫ

ＹＴ（危険予知訓練）』             
 
 

 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 

第１３回講師          平野 純也君  
 
『税理士という職業』 
 
 
 

 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（担当／池谷君） 


